
孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論

湯
　
浅
　
邦

弘

15

序
　
　
　
言

　
虚
静
平
明
な
精
神
の
重
要
性
を
、
『
荘
子
』
は
、
清
ら
か
な
鏡
に
警
え
、
ま
た
静

か
な
水
に
託
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
・
人
は
流
水
に
鑑
す
る
こ
と
莫
く
、
而
し
て
止
水
に
鑑
す
。
（
徳
充
符
篇
）

　
　
・
鑑
明
か
な
れ
ば
則
ち
塵
垢
止
ま
ら
ず
、
止
ま
れ
ば
則
ち
明
か
な
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

　
　
・
至
人
の
心
を
用
い
る
こ
と
鏡
の
若
し
。
将
ら
ず
迎
え
ず
、
応
じ
て
蔵
せ
ず
。

　
　
　
故
に
能
く
物
に
勝
え
て
傷
わ
ず
。
（
応
帝
王
篇
）

　
明
鏡
や
止
水
は
、
自
ら
が
虚
静
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
世
界
の
真
実
を
歪
め
る
こ
と

な
く
、
ま
た
余
す
所
な
く
映
し
出
す
。
人
間
の
精
神
も
、
混
濁
し
、
動
揺
し
、
固
定

的
な
価
値
観
に
彩
ら
れ
て
い
た
の
で
は
、
世
界
の
実
相
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
歪
ん
だ
精
神
は
、
対
象
世
界
と
自
己
と
を
、
や
が
て
深

く
傷
付
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
我
が
江
戸
時
代
、
京
都
に
古
義
学
を
講
じ
た
伊
藤
仁
斎
は
、
こ
の
明

鏡
止
水
の
心
境
を
次
の
如
く
批
判
す
る
。
心
は
「
活
物
」
で
あ
り
、
学
は
「
活
法
」

で
あ
る
。
道
・
性
・
心
は
皆
「
生
物
」
で
あ
っ
て
「
死
物
」
で
は
な
い
。
流
水
は
源

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
一
人
文
・
杜
会
科
学
一

第
二
十
四
巻
－
第
一
号

あ
っ
て
流
行
す
る
活
物
で
あ
る
が
、
止
水
は
源
な
く
し
て
停
蓄
す
る
死
物
で
あ
る
。

ま
た
、
鏡
も
物
の
影
を
受
け
る
だ
け
で
、
自
ら
目
月
の
如
く
光
を
放
ち
、
燈
燭
の
如

く
遠
く
照
ら
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
生
々
の
哲
学
を
説
く
仁
斎
に
と
っ
て
、
明
鏡
・
止
水
は
い
ず
れ
も
、
道
・
性
・
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
）

の
在
り
方
を
逸
脱
し
た
死
物
で
あ
っ
た
。

　
更
に
仁
斎
は
、
こ
の
「
明
鏡
止
水
」
を
初
め
、
「
静
」
「
忘
」
「
公
」
「
無
欲
」
「
無

情
」
等
、
『
近
思
録
』
や
『
四
書
集
注
』
に
も
頻
出
す
る
宋
代
儒
者
の
言
葉
が
、
実

は
禅
宗
や
荘
子
の
語
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
語
を
無
批

判
に
使
用
す
る
宋
儒
の
態
度
を
、
聖
人
の
道
を
混
乱
さ
せ
る
愚
行
と
し
て
厳
し
く
糾

弾
す
る
。

　
学
ん
で
聖
人
に
至
ら
ん
と
す
る
朱
子
学
は
、
か
く
の
如
く
、
伝
統
的
な
儒
教
の
思

想
に
、
道
家
思
想
や
仏
教
の
盛
況
と
い
う
新
た
な
要
素
を
加
味
し
、
漢
代
以
前
の
そ

れ
と
は
や
や
様
相
を
異
に
す
る
に
至
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
聖
人
と
天
、
聖
人
と
心

と
の
関
係
が
、
様
々
な
視
覚
か
ら
改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
論
語
』

述
而
篇
に
見
え
る
孔
子
の
言
葉
「
子
目
く
、
甚
し
き
か
な
吾
が
衰
え
た
る
や
、
久
し

き
か
な
吾
れ
復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
」
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

　
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
周
公
旦
に
対
す
る
孔
子
の
思
い
が
夢
に
発
露
し

一
五
頁
s
二
九
頁
　
平
成
二
年
七
月
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湯
浅
）

た
と
捉
え
た
上
で
、
夢
を
見
な
く
な
っ
た
と
い
う
孔
子
の
嘆
き
よ
り
も
、
か
つ
て
孔

子
が
如
何
に
周
公
旦
を
思
慕
し
て
い
た
か
と
い
う
側
面
を
重
視
す
る
解
釈
が
有
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
一

あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
稿
に
於
て
論
述
し
た
如
く
、
中
国
古
代
に
於
け
る
夢
観
や
天

と
孔
子
と
の
基
本
的
関
係
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
の
夢
は
、
単
に
孔
子
と
周
公
と
を
結

ぶ
の
み
な
ら
ず
、
孔
子
と
天
と
を
結
ぶ
媒
介
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

こ
の
夢
は
、
周
公
旦
へ
の
思
慕
の
発
露
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
周
公
の
如
き
歴
史
的

役
割
を
果
た
せ
と
い
う
天
の
声
と
し
て
、
為
政
に
対
す
る
孔
子
の
意
志
を
強
く
支
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
夢
を
見
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、

そ
の
思
慕
の
衰
え
や
肉
体
の
衰
え
へ
の
単
な
る
嘆
き
で
は
な
く
、
理
想
の
実
現
を
見

ぬ
ま
ま
天
と
の
関
係
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
我
が
身
へ
の
深
い
絶
望
感
の
表
明
で
も
あ

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
解
釈
は
、
『
論
語
』
注
釈
史
上
に
於
て
ほ
と
ん
ど
窺
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
有
力
な
解
釈
と
し
て
歴
史
的
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
の
は
、
次
の

よ
う
な
二
つ
の
立
場
で
あ
る
。
第
一
は
、
『
論
語
集
解
』
『
論
語
正
義
』
等
に
見
え
る

解
釈
で
、
こ
の
夢
を
睡
眠
中
の
実
の
夢
と
解
し
、
周
公
旦
へ
の
思
い
の
発
露
と
説
く

も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
侃
（
『
義
疏
』
）
・
朱
子
（
『
集
注
』
）

等
は
そ
の
点
を
明
確
に
せ
ず
、
『
義
疏
』
に
引
か
れ
る
李
充
、
『
集
注
』
に
引
か
れ
る

程
子
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
夢
を
睡
眠
中
に
見
る
生
理
的
な
夢
で
は
な
く
、
目
夜
夢
見

て
い
た
と
い
う
意
味
で
の
夢
、
即
ち
理
想
・
願
望
を
表
す
修
辞
と
捉
え
て
い
た
。
更

に
、
こ
の
二
つ
の
立
場
の
内
部
に
も
、
孔
子
が
夢
を
見
な
く
な
っ
た
の
は
何
故
か
を

め
ぐ
っ
て
、
種
々
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
異
説
を
生
じ

る
背
景
と
し
て
、
聖
人
孔
子
像
、
素
王
孔
子
像
を
維
持
・
発
展
さ
せ
ん
と
す
る
儒
家

の
意
識
、
ま
た
、
聖
人
は
夢
を
見
な
い
と
い
う
道
家
思
想
の
精
神
論
等
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
但
し
前
稿
で
は
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め
、
朱
子
の
解
釈
や
宋
儒
の
夢
観
に
つ
い
て

は
、
と
り
あ
え
ず
、
歴
史
的
影
響
力
の
最
も
大
き
か
っ
た
『
論
語
集
注
』
の
見
解
を
、

そ
の
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
止
め
て
お
い
た
。
し
か
し
、
『
集
注
』
以
外
の
諸

資
料
に
拠
れ
ば
、
朱
子
自
身
の
見
解
に
も
実
は
大
き
な
幅
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま

た
、
宋
儒
の
間
に
も
、
聖
人
と
夢
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
疑
問
が
提
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
朱
子
と
宋
儒
に
於
け
る
夢
観
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
考
察
の
手
順
と
し
て
は
、
先
ず
、
朱
子
と

宋
儒
の
夢
観
を
探
り
得
る
資
料
と
し
て
、
『
朱
子
語
類
』
『
論
語
精
義
』
『
論
語
或
問
』

等
を
順
に
取
り
上
げ
、
各
々
の
見
解
を
逐
次
検
討
し
た
上
で
分
類
整
理
し
、
次
に
、

宋
代
以
降
の
『
論
語
』
解
釈
、
目
本
に
於
け
る
『
論
語
』
注
釈
な
ど
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
後
学
の
批
評
を
も
参
考
と
し
て
、
宋
儒
に
と
っ
て
夢
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
本
章
で
は
先
ず
、
『
論
語
』
述
而
篇
・
甚
実
吾
衰
章
に
対
す
る
宋
儒
の
見
解
を
概

観
し
得
る
資
料
と
し
て
、
朱
子
と
弟
子
た
ち
と
の
問
答
を
記
し
た
『
朱
子
語
類
』
を

取
り
上
げ
る
。
『
朱
子
語
類
』
巻
第
三
十
四
・
『
論
語
』
述
而
篇
・
甚
美
吾
衰
章
の

内
、
夢
観
の
考
察
に
関
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
各
条
で
あ
る
。
な

お
、
行
論
の
便
宜
上
、
以
下
、
関
係
す
る
原
文
を
①
②
の
如
く
番
号
を
付
し
て
列
挙

し
た
後
、
個
別
に
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
3
）

　
　
①
孔
子
固
不
鷹
常
常
夢
見
周
公
、
然
亦
必
曾
夢
見
來
、
故
如
此
説
、
然
其
所
以

　
　
　
如
此
説
之
意
、
却
是
設
詞

　
　
②
輩
卿
問
、
孔
子
夢
周
公
、
若
以
聖
人
欲
行
其
道
而
夢
之
耶
、
則
是
心
猶
有
所
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動
、
若
以
壮
年
道
有
可
行
之
理
而
夢
之
耶
、
則
又
不
藤
虚
有
此
兆
朕
也
、
日
、

　
　
　
聖
人
局
嘗
無
夢
、
但
夢
得
定
耳
、
須
看
官
與
周
公
契
合
虚
如
何
、
不
然
、
又

　
　
　
不
有
別
夢
一
箇
人
、
聖
人
之
心
、
自
有
箇
勤
懇
側
但
不
能
自
己
慮
、
自
有
箇

　
　
　
脱
然
無
所
繋
累
虚
、
要
亦
正
是
以
之
卜
吾
之
盛
衰
也

　
　
③
問
、
夢
周
公
、
是
真
夢
否
、
目
、
當
初
思
欲
行
周
公
之
道
時
、
必
亦
是
曾
夢

　
　
　
見
、
日
、
恐
渉
於
心
動
否
、
日
、
心
本
是
箇
動
物
、
志
教
壱
不
動
、
夜
之
夢
、

　
　
　
猶
磨
之
思
也
、
思
亦
是
心
之
動
慮
、
但
無
邪
思
、
可
実
、
夢
得
其
正
、
何
害
、

　
　
　
心
存
這
事
、
便
夢
這
事
、
常
人
便
胡
夢
了

　
①
∫
③
は
、
聖
人
と
夢
と
の
基
本
的
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
即
ち
、
聖
人

は
睡
眠
中
に
夢
を
見
る
の
か
否
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
①
は
、
孔
子
は
常
々
周
公

を
夢
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
嘗
て
夢
見
た
の
は
確
か
で
あ
る
と
、
過
去
に
夢

見
た
と
い
う
事
実
は
一
応
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
徴
妙
な
見
解
が
示
さ
れ
る
の
は
、

次
の
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
疑
間
が
常
に
つ
き
ま
と
う
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
②
で
は
、
も
し
聖
人
が
夢
見
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
聖
人
の
心
の
動
揺
を

示
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
壮
年
時
に
道
を
行
い
得
る
理
が
あ
っ
て

こ
の
夢
を
見
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
兆
朕
が
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ら

な
い
か
、
と
の
間
い
に
、
聖
人
は
夢
を
見
な
い
訳
で
は
な
い
、
但
し
聖
人
の
心
は
外

界
に
繋
累
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
夢
も
俗
人
の
夢
と
異
な
り
定
位
を
得
た
も
の
で
あ

る
、
と
答
え
る
。

　
ま
た
、
③
で
は
、
孔
子
の
夢
は
真
の
夢
で
あ
っ
た
の
か
否
か
、
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
周
公
へ
の
思
慕
が
発
現
し
た
真
の
夢
で
あ
る
と
答
え
る
。
で
は
、
そ
れ
は
心

の
動
揺
に
は
な
ら
な
い
の
か
と
の
問
い
に
、
心
は
動
く
物
で
あ
り
、
夜
の
夢
は
昼
の

思
い
で
あ
る
、
但
し
聖
人
に
邪
思
は
な
く
、
夢
も
其
の
正
し
き
を
得
て
い
れ
ば
何
も

害
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
一

　
こ
の
よ
う
に
、
①
s
③
は
、
聖
人
が
夢
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
応
認
め
て
い

る
。
但
し
、
常
に
夢
見
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
は
決
し
て
精
神
の
動
揺
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
説
き
、
聖
人
と
俗
人
に
於
け
る
夢
の
差
異
を
明
確
に
せ
ん

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
精
神
と
の
関
係
か
ら
夢
を
論
じ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
次

の
④
の
捉
え
方
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
④
吾
不
復
夢
見
周
公
、
自
是
箇
徴
兆
如
此
、
當
聖
人
志
慮
未
衰
、
天
意
難
定
、

　
　
　
八
分
猶
有
雨
分
運
轄
、
故
他
傲
得
周
公
事
、
遂
夢
見
之
、
非
以
思
慮
也
、
要

　
　
　
之
、
精
神
血
氣
與
時
運
相
爲
流
通
、
致
鳳
不
至
、
圓
不
出
、
明
王
不
興
、
其

　
　
　
徴
兆
自
是
焦
地
（
同
）

　
こ
こ
で
は
、
夢
と
天
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
、
孔
子
が
周
公
を
夢
見
た

の
は
、
そ
の
思
慮
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
人
間
の
精
神
血
気
と
天
の
時
運
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

流
通
し
て
お
り
、
鳳
風
・
河
図
の
不
出
現
同
様
、
天
意
の
徴
兆
な
の
で
あ
る
と
説
く
。

こ
れ
は
、
夢
の
発
現
を
聖
人
の
精
神
と
の
関
係
か
ら
捉
え
ん
と
す
る
①
∫
③
の
見
解

と
は
や
や
異
な
る
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
⑤
は
、
〕
衷
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。

　
　
⑤
問
甚
夷
吾
衰
也
、
日
、
不
是
孔
子
衰
、
是
時
世
衰
、
又
日
、
與
天
地
相
麿
、

　
　
　
若
天
要
用
孔
子
、
必
不
教
他
衰
、
如
太
公
武
王
皆
八
九
十
歳
、
夫
子
七
十
余
、

　
　
　
想
相
緊
垂

　
即
ち
、
こ
の
コ
辰
え
た
る
や
L
と
い
う
の
は
、
孔
子
自
身
の
老
衰
で
は
な
く
、
時

世
の
衰
退
を
言
っ
て
い
る
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
何
故
な
ら
天
が
孔
子
を
本
当
に
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
）

要
と
し
て
い
れ
ば
、
決
し
て
孔
子
を
衰
え
さ
せ
な
か
っ
た
筈
だ
、
と
主
張
す
る
。

　
次
の
⑥
は
、
聖
人
は
夢
を
見
る
の
か
否
か
を
問
う
も
の
で
、
前
記
の
①
㌔
③
に
類

似
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
程
子
の
見
解
と
朱
子
の
見
解
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
点
に
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特
色
が
あ
る
。

　
　
⑥
問
、
伊
川
以
爲
不
是
夢
見
人
、
只
是
夢
罧
常
存
行
周
公
之
道
耳
、
集
注
則
以

　
　
　
爲
如
或
見
之
、
不
知
果
是
如
何
、
日
、
想
是
有
時
而
夢
見
、
既
分
明
説
夢
見

　
　
　
周
公
、
全
道
不
見
、
恐
亦
不
安

　
程
伊
川
は
こ
の
夢
を
真
の
夢
で
は
な
い
と
解
釈
し
、
『
集
注
』
一
朱
子
）
は
「
如
或

見
之
」
と
説
い
て
い
る
が
ど
う
な
の
か
、
と
の
問
い
に
、
昼
の
思
い
は
時
に
夢
と
な

っ
て
表
れ
る
、
こ
こ
は
明
確
に
周
公
を
夢
見
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
全
く
見
な
か

っ
た
と
言
う
訳
に
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
、
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
集
注
』
の

「
如
或
見
之
」
と
い
う
暖
味
な
解
釈
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
夢
を
真
の
夢
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
と
す
る
程
子
の
見
解
は
、
や
や
否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
次
の
⑦
は
、
こ
の
夢
を
真
の
夢
と
認
め
、
ま
た
昼
の
見
聞
・
思
慮
が
夜
の
夢
と
な

っ
て
発
現
す
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
議
論
で
あ
る
。

　
　
⑦
又
間
、
夫
子
未
嘗
識
周
公
、
夢
中
烏
得
而
見
之
、
日
、
今
有
人
夢
見
平
生
所

　
　
　
不
相
識
之
人
、
却
云
是
某
人
某
人
者
、
蓋
有
之
、
夫
子
之
夢
、
固
與
常
人
不

　
　
　
同
、
然
亦
有
是
理
耳

　
即
ち
、
周
公
旦
の
姿
を
実
際
に
見
た
こ
と
の
な
い
孔
子
が
、
夢
に
周
公
旦
を
見
る

こ
と
は
可
能
か
、
と
の
問
い
に
、
未
知
の
人
が
現
れ
て
逆
に
自
ら
名
乗
り
を
上
げ
る

と
い
う
夢
も
確
か
に
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
⑧
は
、
再
び
程
子
の
解
釈
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
夢
観
を
提
示
す
る
。

　
　
⑧
問
、
此
章
日
、
孔
子
未
衰
以
前
、
常
夢
見
周
公
実
、
伊
川
却
言
不
曾
夢
見
、

　
　
　
何
也
、
日
、
聖
人
不
鷹
目
間
思
量
底
事
、
夜
問
便
夢
見
、
如
高
宗
夢
樽
説
、

　
　
　
却
是
分
明
有
箇
樽
在
那
裏
、
高
宗
不
知
、
所
以
夢
見
、
亦
是
朕
兆
先
見
老
如

　
　
　
此
、
孔
子
夢
婁
爾
橿
事
、
豊
是
思
慮
後
方
夢
見
、
此
説
甚
精
徴
、
但
於
此
一

　
　
　
章
上
説
不
行
、
今
且
得
從
程
子
説

　
こ
の
夢
を
、
程
子
が
実
の
夢
と
し
な
い
の
は
何
故
か
、
と
の
問
い
に
、
夢
は
、
昼

の
思
い
が
そ
の
ま
ま
夜
発
現
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
高
宗
が
夢
に
樽

説
を
得
た
如
く
、
思
慮
と
は
無
関
係
に
先
ず
朕
兆
が
現
れ
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
、

と
答
え
て
い
る
。
即
ち
、
夢
の
発
現
を
、
思
慮
と
の
関
係
に
限
定
せ
ず
、
未
来
の
予

兆
と
の
関
係
か
ら
説
か
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
甚
だ
精
微
で
は

あ
る
が
、
こ
の
章
の
解
釈
と
し
て
は
行
わ
ず
、
今
は
、
（
こ
の
夢
を
単
な
る
思
慕
の

発
露
と
し
な
か
っ
た
）
程
子
の
説
に
従
え
、
と
も
答
え
て
い
る
。

　
以
上
、
『
朱
子
語
類
』
に
於
け
る
夢
観
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
そ
れ
ら

を
一
応
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
孔
子
の
夢
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の

夢
は
真
の
夢
か
否
か
、
即
ち
、
孔
子
が
睡
眠
中
に
見
た
実
の
夢
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

第
二
に
、
そ
も
そ
も
聖
人
は
夢
を
見
る
の
か
。
第
三
に
、
程
子
が
こ
の
夢
を
実
の
夢

と
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
そ
の
説
は
ど
う
評
価
す
べ
き
か
。

　
更
に
、
や
や
派
生
的
な
問
題
と
し
て
、
第
四
に
、
周
公
旦
を
実
際
に
見
た
こ
と
の

な
い
孔
子
が
周
公
旦
を
夢
に
見
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
第
五
に
、
コ
衰
」
と
は

何
の
衰
え
を
示
し
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
朱
子
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
先
ず
第
一
・
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
朱
子
は
、
孔
子
の
夢
を
実
の
夢
と
一
応
認
め

て
い
る
。
但
し
、
聖
人
の
見
る
夢
は
俗
人
の
そ
れ
と
は
基
本
的
に
異
な
る
と
強
調
す

る
こ
と
に
よ
り
、
夢
は
心
の
迷
い
や
動
揺
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
反
論

を
か
わ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
聖
人
も
確
か
に
夢
を
見
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
昼
間

の
思
い
悩
み
の
反
映
で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夢
は
聖
人
の
精

神
の
発
露
で
あ
る
一
方
、
天
意
の
象
徴
で
も
あ
り
、
こ
の
点
も
俗
人
の
夢
と
の
相
違
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点
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

　
次
に
第
三
の
、
程
子
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
の
夢
を
実
の
夢
と
し
な
い
点
に
問

題
あ
り
と
し
な
が
ら
も
、
逆
に
、
こ
の
夢
を
単
な
る
思
念
の
発
露
と
見
な
さ
な
か
っ

た
点
に
於
て
評
価
し
得
る
と
し
て
い
る
。
程
子
の
解
釈
に
対
す
る
朱
子
の
評
価
は
微

妙
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
四
の
点
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
見
聞
し
て
い
な
い
事
物
が
夢
に
発
現
す

る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
更
に
第
五
の
点
に
つ
い
て
は
、
孔
子
自
身
で
は
な
く
時
世

の
衰
退
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
朱
子
の
理
解
は
微
妙
で
あ
る
。
ま
た
程
子
の
解
釈
に
対
す
る
評
価

も
判
然
と
し
な
い
。
孔
子
の
夢
は
実
夢
な
の
か
修
辞
な
の
か
、
ま
た
精
神
の
反
映
な

の
か
天
意
の
象
徴
な
の
か
。
夢
に
対
す
る
最
も
根
本
的
な
問
い
に
さ
え
、
朱
子
の
答

え
は
決
し
て
明
噺
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
唯
一
明
快
な
の
は
、
聖
人
の

夢
と
俗
人
の
夢
と
は
質
的
に
相
違
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
孔
子
は
聖
人
で
あ
り
、

そ
の
聖
人
が
見
る
崇
高
な
夢
は
、
た
と
え
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
に
し
ろ
、
俗
人
の

雑
駁
な
夢
と
は
全
く
異
質
で
あ
る
と
塑
言
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
朱
子
の
立
場
は
、
他
の
資
料
に
於
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
宋
儒
の
疑
念
・
異
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
同
じ
く
宋
儒
の
見
解
を
『
論
語
精
義
』
に
探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

二

　
『
論
語
精
義
』
は
、
朱
子
の
語
録
や
宋
儒
の
説
を
多
く
採
録
し
て
お
り
、
後
に
そ

れ
ら
を
集
約
し
て
完
成
さ
れ
た
『
集
注
』
の
原
本
と
も
言
え
る
注
釈
書
で
あ
る
。
な

お
、
こ
こ
で
も
前
章
同
様
、
関
係
資
料
に
番
号
を
付
し
、
個
別
に
検
討
す
る
。

　
　
（
7
一

　
　
①
又
語
録
日
、
孔
子
初
欲
行
周
公
之
道
、
至
夢
廉
不
忘
、
及
晩
年
不
遇
鉄
人
將

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
）

　
　
　
萎
之
時
、
故
自
謂
不
復
夢
見
周
公
、
因
此
説
夢
便
可
致
思
思
聖
人
與
衆
人
如

　
　
　
何
、
夢
是
何
物
、
高
宗
夢
榑
説
如
何
、
日
、
此
誠
意
所
感
、
故
形
於
夢

　
　
②
或
日
、
人
心
所
繋
著
之
事
、
則
夜
見
於
夢
、
所
著
事
善
夜
夢
見
之
、
無
害
乎
、

　
　
　
目
、
難
是
善
事
心
亦
動
也
、
凡
事
有
兆
朕
入
夢
者
無
害
、
捨
此
皆
妄
動
、
日
、

　
　
　
孔
子
夢
見
周
公
如
何
、
日
、
此
聖
人
存
誠
虚
也
、
聖
人
欲
行
周
公
之
道
、
故

　
　
　
難
一
夢
廉
不
忘
周
公
、
及
既
衰
知
周
道
之
不
可
行
、
不
復
夢
見
也

　
　
③
或
問
、
聖
人
固
嘗
夢
見
周
公
乎
、
日
、
否
、
孔
子
昔
嘗
夢
廉
間
思
周
公
、
後

　
　
　
不
復
思
耳
、
若
謂
夢
見
周
公
大
段
害
事
、
即
非
聖
人
、
日
、
聖
人
無
夢
乎
、

　
　
　
日
、
有
、
夫
衆
人
日
有
所
思
夜
則
成
夢
、
或
不
思
而
夢
、
亦
是
蕾
習
氣
類
相

　
　
　
鷹
、
聖
人
夢
異
於
此
、
高
宗
夢
樽
説
、
真
有
榑
説
、
在
樽
巖
也

　
①
∫
③
は
、
夢
の
基
本
的
性
格
、
聖
人
と
夢
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

①
で
は
、
夢
は
思
い
の
致
す
も
の
か
、
聖
人
と
衆
人
と
の
間
に
違
い
は
な
い
の
か
、

夢
と
は
何
物
か
、
高
宗
が
傅
説
を
夢
見
た
の
は
如
何
、
と
い
う
問
い
に
、
誠
意
が
夢

に
表
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
簡
潔
に
答
え
て
い
る
。

　
②
で
は
、
善
事
で
あ
れ
ば
夢
を
見
る
こ
と
に
害
は
な
い
か
、
と
の
間
い
に
、
心
が

動
く
の
は
当
然
で
あ
り
無
害
で
あ
る
、
ま
た
凡
そ
兆
朕
が
夢
に
現
れ
る
場
合
は
無
害

で
あ
る
、
と
答
え
る
。
で
は
、
孔
子
が
周
公
を
夢
見
た
の
は
ど
う
か
、
と
の
問
い
に
、

こ
れ
は
周
公
の
道
を
行
わ
ん
と
す
る
聖
人
の
誠
心
に
よ
る
の
で
あ
る
、
故
に
、
老
衰

に
よ
っ
て
道
の
実
践
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
夢
を
見
な
く
な
っ
た

の
だ
、
と
答
え
て
い
る
。

　
③
で
は
、
孔
子
は
嘗
て
本
当
に
周
公
を
夢
見
て
い
た
の
か
、
と
の
問
い
に
、
否
、

孔
子
は
睡
眠
中
も
周
公
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
に
思
わ
な
く
な
っ
た

だ
け
だ
、
と
答
え
る
。
そ
れ
で
は
聖
人
は
全
く
夢
を
見
な
い
の
か
、
と
の
問
い
に
、

夢
見
る
こ
と
は
有
る
、
但
し
聖
人
の
夢
は
衆
人
の
夢
と
は
異
な
る
、
即
ち
、
衆
人
の
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夢
は
目
々
の
思
い
が
夢
と
な
り
、
或
い
は
思
わ
な
い
の
に
夢
を
見
る
が
、
聖
人
の
夢

は
、
高
宗
が
夢
に
榑
説
を
得
た
如
く
真
の
夢
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

　
次
に
、
④
⑤
⑥
で
は
、
各
々
、
張
横
渠
・
謝
良
佐
・
楊
亀
山
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
　
④
一
張
）
横
渠
日
、
無
意
我
固
必
然
後
範
園
天
地
之
化
、
從
心
而
不
膝
矩
、
老

　
　
　
而
安
死
、
然
後
不
夢
周
公
、
從
心
莫
如
夢
見
周
公
志
也
、
不
夢
欲
不
瞼
矩
也
、

　
　
　
不
願
乎
外
也
、
順
之
至
也
、
老
而
安
死
也
、
故
目
、
吾
衰
也
久
実

　
　
⑤
謝
一
良
佐
）
日
、
聖
人
開
物
成
務
、
誠
不
厭
健
不
息
、
不
以
愛
身
而
自
侠
也
、

　
　
　
故
孔
子
於
東
周
之
事
夢
廉
以
之
、
及
鳳
鳥
不
至
河
不
出
圏
、
然
後
無
意
於
経

　
　
　
世
、
則
其
不
復
夢
見
周
公
、
不
亦
宜
乎
、
然
非
聖
人
之
私
意
、
蓋
天
之
無
意

　
　
　
於
斯
文
、
何
以
知
天
之
無
意
於
斯
文
、
観
聖
人
可
也
、
豊
惟
以
此
知
天
心
、

　
　
　
聖
人
亦
自
考
也
、
故
於
吾
道
之
衰
不
必
言
明
王
不
興
、
特
目
、
吾
不
復
夢
見

　
　
　
周
公

　
　
⑥
楊
（
亀
山
）
日
、
方
其
盛
時
、
思
欲
爲
周
公
之
事
、
或
形
於
夢
廉
、
道
不
行

　
　
　
天
下
、
無
可
爲
者
、
夢
見
不
可
復
、
況
欲
以
其
身
親
爲
之
乎
、
故
目
、
甚
美

　
　
　
吾
衰
也
、
不
復
夢
見
周
公
、
則
與
盛
時
異
実

　
先
ず
張
横
渠
（
④
）
は
、
周
公
を
夢
に
見
な
く
な
っ
た
の
は
、
心
の
欲
す
る
ま
ま

に
し
て
矩
を
膝
え
ず
、
外
に
願
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
順
の
至
り
で
あ
る
と

説
く
。
『
論
語
』
の
「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
い
て
、
矩
を
膝
え
ず
」
（
為

政
篇
）
を
意
識
し
た
解
釈
で
あ
り
、
「
吾
衰
也
久
夷
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
嘆
息

と
と
ら
ず
、
む
し
ろ
、
道
を
踏
み
外
す
こ
と
の
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
非

常
に
良
い
意
味
に
捉
え
て
い
る
。

　
⑤
の
謝
良
佐
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
於
て
も
、
天
と
の
関
係
に
留
意
す
る
見
解
の

一
例
と
し
て
既
に
取
り
上
げ
た
。
謝
良
佐
は
、
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
図
を
出
さ
ざ
る
に

及
び
、
孔
子
は
経
世
に
意
欲
を
失
い
、
再
び
周
公
を
夢
見
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
と

す
る
。
但
し
、
そ
れ
は
聖
人
の
私
意
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
天
に
そ

の
意
が
無
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
と
、
鳳
風
・
河
図
の
不
出
現
と
と
も
に
、

こ
の
夢
を
天
意
の
有
無
に
関
連
付
け
て
解
釈
す
る
。

　
楊
亀
山
一
⑥
）
は
、
盛
時
の
孔
子
は
周
公
の
事
業
を
為
さ
ん
と
欲
し
、
そ
の
思
い

が
夢
に
も
発
露
し
た
が
、
道
が
天
下
に
行
わ
れ
な
い
と
い
う
現
実
の
前
に
、
孔
子
の

実
践
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
言
葉
を
発
し
た
と
解
す
る
。
即
ち
、
盛
時
と

の
違
い
を
明
瞭
に
せ
ん
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

　
以
上
、
『
精
義
』
に
見
え
る
諸
説
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
た
疑

問
は
、
前
記
の
『
朱
子
語
類
』
に
見
え
た
諸
問
題
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
と
言
え
る
。

ま
た
、
夢
に
対
す
る
朱
子
の
徴
妙
な
態
度
も
『
語
類
』
と
同
様
で
あ
り
、
例
え
ば
③

の
如
く
、
朱
子
は
、
聖
人
も
夢
見
る
と
説
く
一
方
で
、
こ
の
孔
子
の
夢
を
実
の
夢
と

断
定
せ
ず
、
む
し
ろ
先
の
程
子
の
立
場
に
類
似
す
る
見
解
を
示
し
た
り
も
す
る
。
更

に
、
そ
の
他
の
宋
儒
の
見
解
と
し
て
、
⑤
の
謝
良
佐
は
、
先
述
の
如
く
、
そ
の
他
の

解
釈
が
概
ね
聖
人
の
精
神
論
か
ら
夢
の
意
味
を
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
夢
と
天

意
と
の
関
係
に
注
目
し
、
夢
と
鳳
風
・
河
図
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
、

張
横
渠
・
楊
亀
山
の
説
は
、
細
部
の
相
違
は
と
も
か
く
、
い
ず
れ
も
夢
を
見
な
く
な

っ
た
の
は
何
故
か
に
注
目
し
、
そ
れ
を
孔
子
に
と
っ
て
む
し
ろ
良
い
意
味
に
捉
え
よ

う
と
す
る
点
に
共
通
の
特
色
が
あ
っ
た
。

　
か
く
の
如
く
、
『
精
義
』
の
分
析
を
通
し
て
、
朱
子
自
身
の
解
釈
の
揺
れ
、
及
び

宋
儒
の
多
様
な
見
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
次
章
で
は
、
こ
の
『
語
類
』

『
精
義
』
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
『
論
語
或
問
』
『
論
語
大
全
』
等
を
取
り
上
げ
、

そ
の
諸
見
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
。



21

三

　
『
論
語
或
問
』
は
、
『
集
注
』
に
関
す
る
諸
注
の
解
と
し
て
、
ま
た
、
時
に
『
集

注
』
と
異
な
る
見
解
を
収
録
す
る
と
さ
れ
る
点
に
於
て
、
注
目
さ
れ
る
。

　
　
（
8
）

　
　
①
或
間
、
孔
子
不
夢
周
公
之
説
、
程
子
（
伊
川
）
以
爲
初
實
未
嘗
夢
也
、
如
何
、

　
　
　
日
、
孔
子
自
言
不
夢
之
久
、
則
其
前
固
嘗
夢
之
美
、
程
子
之
意
、
蓋
嫌
於
因

　
　
　
思
而
夢
者
、
故
爲
此
説
、
其
爲
義
則
精
美
、
然
恐
非
夫
子
所
言
之
本
意
也

　
先
ず
、
①
は
、
程
子
の
解
釈
に
対
す
る
朱
子
の
評
価
で
あ
る
。
こ
の
夢
を
実
の
夢

で
は
な
い
と
す
る
程
子
の
説
は
、
孔
子
が
思
い
に
囚
わ
れ
て
夢
見
た
こ
と
に
な
る
の

を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
説
は
「
精
」
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
孔
子
の
本
意
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
。
朱
子
は
、
程
子
の
解
釈
に
対
し
て
、
既
に
『
朱
子
語

類
』
の
中
で
も
、
徴
妙
な
評
価
を
下
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
、
単
な
る
思
い
に
よ

る
夢
と
し
な
い
点
に
於
て
「
精
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
孔
子
の
本
意
で
は
な
か
ろ
う

と
言
う
。
正
解
と
も
誤
解
と
も
断
定
し
な
い
徴
妙
な
評
価
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
続
い
て
、
②
s
⑤
に
も
、
諸
説
に
対
す
る
批
評
が
見
え
る
。

　
　
②
目
、
諸
説
如
何
、
目
、
張
子
一
載
）
之
説
、
有
所
未
楡
、
萢
氏
一
祖
萬
）
之

　
　
　
意
、
蓋
以
爲
聖
人
因
自
覧
其
衰
之
久
、
而
歎
其
將
不
得
復
夢
見
周
公
之
事
、

　
　
　
其
以
夢
非
眞
夢
、
與
程
子
略
相
似
、
而
其
爲
説
實
不
同
也
、
然
夢
見
之
云
乃

　
　
　
若
今
人
之
戯
語
、
聖
人
之
言
似
不
如
是
之
不
荘
也

　
　
③
謝
氏
一
上
察
）
以
爲
聖
人
誠
不
厭
健
不
息
、
故
夢
廉
不
忘
周
公
之
事
、
然
而

　
　
　
又
目
、
然
後
無
意
於
経
世
、
其
是
誠
有
時
而
厭
、
健
有
時
而
息
也
、
而
可
乎

　
　
　
哉
、
其
以
己
無
意
於
経
世
、
爲
天
無
意
於
斯
文
、
則
又
推
言
聖
人
與
天
爲
一

　
　
　
之
意
、
亦
横
決
而
無
所
止
奏

　
　
④
楊
氏
一
亀
山
一
夢
見
不
可
復
以
下
似
萢
語
、
而
意
又
不
同
、
蓋
其
正
説
自
如

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
）

　
　
　
本
義
而
鮮
有
所
不
足
、
其
下
乃
復
以
己
意
推
言
之
、
以
及
於
此
耳

　
　
⑤
此
外
則
胡
氏
（
安
定
）
説
夢
、
亦
有
可
取
者
焉

　
右
の
如
く
、
張
載
・
萢
祖
萬
・
謝
上
察
・
楊
亀
山
・
胡
安
定
の
解
釈
に
対
す
る
簡

潔
な
評
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
ヒ
」
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
③
の
謝
上
察

の
説
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
既
に
、
『
論
語
精
義
』
の
⑤
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

謝
上
察
は
こ
の
夢
を
天
意
と
の
関
係
か
ら
捉
え
、
夢
の
消
減
は
、
経
世
に
対
す
る
孔

子
の
意
志
が
消
減
し
た
こ
と
を
示
し
、
更
に
そ
れ
は
、
期
の
文
（
時
の
文
化
）
に
対

す
る
天
の
意
が
無
く
な
っ
た
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
と
す
る
。
朱
子
は
こ
の
説
に
対

し
て
、
そ
れ
は
聖
人
と
天
と
を
一
体
と
見
徴
す
曲
解
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
朱
子
は
先
に
、
精
神
血
気
と
時
運
と
の
流
通
を
指
摘
し
（
『
朱
子
語
類
』
④
）
、
一

見
、
天
と
夢
と
の
相
関
関
係
を
認
め
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
夢
を
明

確
に
天
意
の
表
れ
と
捉
え
る
こ
と
に
は
賛
同
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
夢
を

謝
上
察
の
如
く
捉
え
て
し
ま
う
と
、
晩
年
の
孔
子
が
経
世
に
対
す
る
意
志
を
喪
失
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
孔
子
に
は
天
命
が
下
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
（
或

い
は
下
る
前
兆
は
あ
っ
た
の
に
遂
に
下
ら
な
か
っ
た
こ
と
）
を
認
め
る
結
果
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
聖
王
と
し
て
の
孔
子
像
に
抵
触
す
る
解
釈
で
あ
る
と
言
え

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
『
或
間
』
に
は
、
諸
儒
の
見
解
と
そ
れ
に
対
す
る
朱
子
の
評
価
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宋
儒
の
間
の
見
解
の
相
違
、
朱
子
自
身
の
立
場
、

或
い
は
そ
の
揺
れ
を
、
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
但
し
、

諸
儒
の
見
解
に
対
す
る
評
語
の
み
が
記
さ
れ
て
、
そ
の
解
釈
そ
の
も
の
は
引
用
さ
れ

て
い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
次
に
、
そ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
そ
の
他
の
『
論

語
』
注
釈
を
取
り
上
げ
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
先
ず
、
戴
漢
（
少
望
）
『
石
鼓
論
語
答
問
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
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孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
）

　
　
　
顔
淵
子
路
死
、
聖
人
観
之
人
事
、
鳳
鳥
不
至
河
不
出
園
、
聖
人
察
之
天
理
、

　
　
　
不
復
夢
見
周
公
、
聖
人
験
之
吾
身
、
夫
然
後
知
斯
道
果
不
可
行
、
而
天
下
之

　
　
　
果
無
意
於
斯
世
也
（
『
石
鼓
論
語
答
問
』
子
竿
篇
・
鳳
鳥
不
至
章
）

　
こ
の
説
は
、
既
に
『
論
語
精
義
』
の
⑤
、
『
論
語
或
問
』
の
③
で
も
取
り
上
げ
た

謝
上
察
一
良
佐
）
の
説
と
類
似
す
る
。
前
稿
に
於
て
も
触
れ
た
通
り
、
鳳
鳳
・
河
図

・
夢
の
三
者
の
性
格
の
類
似
性
に
留
意
し
、
夢
と
天
意
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
見
解

で
あ
る
。

　
次
に
、
胡
安
定
は
、
夢
は
昼
の
思
慮
二
一
胃
動
の
反
映
で
あ
り
、
内
容
に
も
邪
・
正

が
あ
る
が
、
聖
人
に
は
誠
が
あ
る
か
ら
夢
も
治
っ
て
い
る
と
説
く
。

　
　
　
胡
氏
謂
、
聖
人
誠
存
則
其
夢
治
、
他
人
思
慮
紛
撰
則
所
夢
亦
凱
、
或
邪
或
正
、

　
　
　
與
旦
書
之
所
爲
等
爾
、
善
學
老
既
謹
基
言
動
、
而
又
必
験
諸
夢
牒
之
間
也
（
『
論

　
　
　
語
大
全
』
）

即
ち
、
聖
人
も
夢
見
る
と
認
め
た
上
で
、
俗
人
と
聖
人
の
夢
の
質
的
差
異
を
強
調
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
『
語
類
』
②
③
に
見
え
る
朱
子
の
立
場
と
同
様

で
あ
り
、
先
の
『
或
問
』
⑤
に
於
て
、
胡
氏
の
説
に
は
取
る
に
足
る
も
の
あ
り
と
朱

子
が
評
価
し
て
い
た
の
も
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
『
論
語
大
全
』
に
も
引
用
さ
れ
る
張
南
軒
の
解
釈
を
、
そ
の
著
『
論
語
解
』

に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
る
。

　
　
　
夫
子
夢
見
周
公
之
心
、
周
公
思
兼
三
王
之
心
也
、
方
夫
子
盛
時
、
庶
幾
道
之

　
　
　
特
行
、
以
周
公
之
事
業
措
之
天
下
、
難
夢
罧
問
亦
思
存
周
公
之
爲
而
若
見
其

　
　
　
人
也
、
至
於
既
老
而
力
衰
、
知
道
之
終
不
可
行
也
、
故
日
、
久
実
不
復
夢
見

　
　
　
焉
、
若
以
爲
聖
人
思
念
周
公
而
見
其
儀
容
於
夢
、
則
是
有
所
滞
而
不
化
、
且

　
　
　
周
公
不
可
見
而
見
之
夢
焉
、
亦
甚
非
聖
人
之
心
也

張
南
軒
は
、
周
公
旦
の
事
業
を
天
下
に
措
か
ん
と
す
る
孔
子
の
意
志
は
、
睡
眠
中

に
於
て
さ
え
、
あ
た
か
も
そ
の
人
を
見
る
が
如
く
で
あ
っ
た
と
説
く
。
即
ち
、
こ
の

夢
は
実
の
夢
で
は
な
く
、
孔
子
の
意
志
の
強
さ
を
示
す
修
辞
と
取
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
夢
見
て
い
た
の
は
、
周
公
且
の
姿
で
は
な
く
、
周
公
旦
の
心
で
あ
る
と
も
述

べ
る
。
従
っ
て
、
孔
子
セ
実
夢
と
の
関
係
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
点
に
於
て
、
こ
の

解
釈
は
、
程
子
の
説
に
類
似
す
る
が
、
周
公
の
「
心
」
を
見
て
い
た
と
強
調
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
、
孔
子
と
実
夢
と
の
関
係
を
分
断
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
張
南
軒
の
立
場
も
、
孔
子
が
周
公
の
実
の
姿
を
夢
見
た
と
す
る
の
で
は
、
俗
人

の
如
き
執
着
心
の
存
在
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
聖
人
の
心
と
は
言
え
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
念
を
、
そ
の
背
景
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
三
章
に
亙
り
、
『
朱
子
語
類
』
『
論
語
精
義
』
『
論
語
或
問
』
等
を
手
掛
か

り
に
、
朱
子
と
宋
儒
の
夢
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
孔
子
の

夢
を
め
ぐ
っ
て
、
宋
儒
の
間
に
種
々
の
疑
問
が
生
じ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
朱
子
自
身

に
も
解
釈
の
幅
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
宋
儒
の
疑
間
と
は
、
第
一
に
、
孔
子
の
夢
は
実
の
夢
で
あ
っ
た
の
か
否
か
、
第
二

に
、
そ
も
そ
も
聖
人
は
夢
を
見
る
の
か
、
第
三
に
、
孔
子
の
夢
を
実
の
夢
と
し
な
い

程
子
の
解
釈
は
ど
う
か
、
と
い
う
諸
点
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
夢
と
聖
人
孔
子
と
の
基

本
的
関
係
に
つ
い
て
の
疑
義
で
あ
る
。
ま
た
第
四
に
、
周
公
旦
を
実
際
に
見
た
こ
と

の
な
い
孔
子
が
周
公
を
夢
に
見
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
第
五
に
、
〕
衷
」
と
は

何
の
衰
え
を
示
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
も
提
出
さ
れ
た
。

　
更
に
、
宋
儒
の
解
釈
の
内
、
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
夢
を
、
鳳
風
・
河

図
と
と
も
に
天
意
に
関
連
付
け
て
解
釈
す
る
謝
良
佐
・
戴
少
望
等
の
説
が
あ
っ
た
。

彼
等
は
、
こ
の
夢
を
実
の
夢
と
認
め
た
上
で
、
天
意
・
天
命
を
告
げ
る
天
の
声
と
解

釈
す
る
。
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
疑
問
・
異
説
に
対
す
る
朱
子
の
立
場
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
明

瞭
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
先
ず
、
聖
人
と
夢
と
の
基
本
的
関
係
、
及
び
程
子
の
解

釈
に
つ
い
て
、
朱
子
は
、
肯
定
と
も
否
定
と
も
取
れ
ぬ
徴
妙
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

嘗
て
孔
子
が
周
公
を
夢
に
見
た
と
い
う
点
は
一
応
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
昼

間
の
思
慕
が
そ
の
ま
ま
夜
の
夢
と
な
っ
て
発
現
す
る
と
い
う
夢
観
に
は
同
意
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
程
子
の
説
は
「
精
」
で
は
あ
る
が
孔
子
の
本
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

と
評
価
す
る
一
『
朱
子
語
類
』
⑥
、
『
論
語
或
問
』
①
一
一
方
、
孔
子
は
嘗
て
夢
を
見

た
の
か
と
の
間
い
に
、
否
と
答
え
て
、
程
子
と
同
様
の
見
解
を
示
し
た
り
も
す
る
（
『
論

語
精
義
』
③
）
。

　
次
に
、
こ
の
夢
を
天
と
の
関
係
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
論
語
或
間
』
③

で
は
、
謝
上
察
の
説
を
取
り
上
げ
批
判
し
て
い
る
が
、
一
方
『
朱
子
語
類
』
④
で
は
、

精
神
血
気
と
時
運
と
は
相
流
通
し
て
お
り
、
こ
の
夢
の
消
減
を
、
鳳
鳳
・
河
図
の
不

出
現
同
様
、
天
の
「
徴
兆
」
と
提
え
る
見
解
を
示
し
て
も
い
る
。
更
に
、
夢
は
聖
人

の
誠
心
の
発
露
で
あ
る
と
説
く
（
『
論
語
精
義
』
①
②
）
一
方
、
高
宗
が
夢
に
樽
説

を
得
た
如
く
、
思
慮
と
は
無
関
係
に
先
ず
朕
兆
が
現
れ
る
夢
も
あ
る
と
言
い
一
『
朱

子
語
類
』
⑧
）
、
ま
た
兆
朕
と
し
て
の
夢
は
、
心
の
執
着
や
動
揺
と
は
無
関
係
で
無

害
で
あ
る
と
も
言
う
一
『
論
語
精
義
』
②
）
。

　
こ
う
し
た
朱
子
の
立
場
の
揺
れ
は
、
『
集
注
』
の
完
成
に
よ
っ
て
、
一
応
の
統
一

を
見
た
と
は
言
え
る
も
の
の
、
こ
の
『
集
注
』
の
夢
解
釈
が
、
後
の
儒
家
に
、
何
ら

の
疑
念
や
批
判
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に
、
我
が
江
戸
時
代
に
於
け
る
『
論

語
』
解
釈
を
取
り
上
げ
、
朱
子
と
宋
儒
の
見
解
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
如

何
な
る
評
価
を
受
け
て
い
る
の
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
一
湯
浅
）

四

　
本
章
で
は
、
江
戸
時
代
の
『
論
語
』
注
釈
の
内
、
こ
の
孔
子
の
夢
の
解
釈
に
つ
い

て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』
、
荻
生
但
稼
『
論
語
徴
』
、
中

井
履
軒
『
論
語
逢
原
』
を
順
に
取
り
上
げ
る
。

　
先
ず
、
伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』
は
、
聖
人
も
夢
を
見
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い

う
前
提
の
も
と
、
こ
の
章
を
次
の
如
く
解
釈
す
る
。

　
　
一
9
）

　
　
　
此
門
人
常
見
夫
子
賢
尭
舜
、
而
今
聞
其
思
慕
周
公
、
如
此
之
甚
、
有
霜
異
之

　
　
　
心
、
因
知
其
慕
古
之
篤
、
好
學
之
深
也
、
蓋
夫
子
牡
時
、
切
欲
行
周
公
之
道

　
　
　
於
天
下
、
故
夜
夢
屡
見
之
、
及
乎
其
老
、
無
復
是
夢
、
而
自
知
其
衰
之
甚
、

　
　
　
蓋
歎
此
道
之
不
行
干
世
也

　
即
ち
、
こ
の
孔
子
の
夢
は
、
「
其
（
孔
子
）
の
周
公
を
思
慕
せ
る
こ
と
、
此
く
の

如
く
甚
し
き
」
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
門
人
た
ち
は
「
其

（
孔
子
）
の
古
を
慕
う
の
篤
く
、
学
を
好
む
の
深
き
を
知
」
っ
た
の
で
あ
る
と
説
く
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
解
釈
の
前
提
に
は
、
「
夫
子
の
壮
な
る
時
、
切
に
周
公
の

道
を
天
下
に
行
な
わ
ん
と
欲
す
。
故
に
夜
夢
に
屡
々
之
を
見
る
」
と
い
う
夢
観
が
あ

る
。
そ
し
て
、
老
衰
し
た
孔
子
に
こ
の
夢
は
二
度
と
現
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
孔
子
は
、
単
に
自
己
の
肉
体
の
衰
え
を
嘆
い
た
の
で
は
な
く
、
「
此
の
道
の

世
に
行
な
わ
れ
ざ
る
を
歎
」
い
た
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
更
に
仁
斎
は
、
孔
子
と
夢
と
の
関
係
を
分
断
せ
ん
と
す
る
「
麦
儒
」
の
解
釈
を
次

の
如
く
批
判
す
る
。

　
　
　
論
日
、
夢
者
心
之
動
也
、
夜
之
所
夢
、
乃
書
之
所
思
、
人
心
不
能
無
思
、
則

　
　
　
不
能
廉
而
無
夢
、
雄
弦
兄
無
知
亦
必
有
之
、
但
聖
人
無
邪
夢
耳
、
菱
儒
惑
於

　
　
　
荘
周
至
人
無
夢
之
説
、
以
夫
子
之
夢
、
爲
膳
廉
常
存
行
周
公
之
道
、
其
弊
至
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孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
）

　
　
　
於
強
欲
無
夢
、
而
専
務
虚
静
謬
夷

　
こ
こ
で
は
、
「
夢
は
心
の
動
き
な
り
。
夜
の
夢
み
る
所
は
、
乃
ち
昼
の
思
う
所
な

り
。
人
心
、
思
う
無
か
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
罧
ね
て
夢
み
る
こ
と
無
か
る
能
わ
ず
」

と
、
昼
の
思
い
と
夜
の
夢
と
の
関
係
を
主
張
し
た
後
、
「
後
儒
」
の
解
釈
は
、
荘
周

の
「
至
人
夢
無
し
」
の
説
に
惑
っ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
こ
に
、
麦
儒
の

名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
荘
周
の
説
に
惑
っ
た
後
儒
が
「
磨
罧
常
に
周
公
の
道

を
存
し
行
う
と
為
」
し
た
一
『
論
語
集
注
』
引
く
程
子
の
説
）
と
批
判
し
て
い
る
こ

と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
具
体
的
に
は
、
『
集
注
』
の
見
解
、
特
に
程
子
の
説
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
批
判
さ
れ
る
麦
儒
の
中
に
朱
子
も
含
ま
れ
る
の
か

否
か
、
即
ち
、
仁
斎
は
朱
子
と
程
子
の
説
を
全
く
同
一
の
も
の
と
捉
え
て
い
た
の
か

ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
特
に
両
者
を
明
確
に
区
分
し
て
い
る
気
配
も
見
ら
れ

な
い
。

　
次
に
、
同
じ
く
宋
学
批
判
を
掲
げ
な
が
ら
、
仁
斎
と
も
厳
し
く
対
立
し
た
荻
生
但

株
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
（
1
0
）

　
　
　
孔
子
生
子
周
之
衰
、
志
於
制
作
、
又
人
臣
也
、
故
夢
周
公
、
明
王
不
作
、
孔

　
　
　
子
五
十
而
知
天
命
、
故
日
吾
衰
也
、
天
命
不
至
、
天
使
孔
子
衰
、
益
知
天
命

　
　
　
之
不
復
至
也
、
故
日
甚
実
久
美
、
程
子
日
、
癌
廉
常
存
行
周
公
之
道
、
是
其

　
　
　
意
、
磨
則
思
、
廉
則
夢
、
未
嘗
以
爲
無
夢
也
、
仁
齋
先
生
乃
謂
惑
於
荘
周
至

　
　
　
人
無
夢
之
説
、
是
果
何
所
見
也
、
仁
齋
之
於
宗
儒
、
一
如
佛
氏
所
謂
有
宿
冤

　
　
　
者
邪
、
世
人
多
謂
書
之
所
思
、
夜
則
爲
夢
、
殊
不
知
書
之
思
、
思
而
己
集
、

　
　
　
夜
之
思
、
乃
爲
夢
焉
、
多
思
慮
者
多
夢
、
其
心
慣
乎
動
故
也
、
或
有
書
之
所

　
　
　
思
、
滞
而
爲
夢
老
、
然
不
必
皆
爾
、
荘
周
所
謂
至
人
無
夢
者
、
謂
莫
非
夢
者

　
　
　
也
（
『
論
語
徴
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

　
『
論
語
徴
』
に
於
て
但
株
は
、
先
ず
、
「
明
王
作
ら
ず
、
孔
子
五
十
に
し
て
天
命

を
知
る
。
故
に
吾
が
衰
え
た
り
と
日
う
な
り
。
天
命
至
ら
ず
、
孔
子
を
し
て
衰
え
し

む
。
益
々
天
命
の
復
た
至
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
。
故
に
甚
だ
し
き
か
な
久
し
き
か
な

と
目
う
」
と
説
く
。
即
ち
、
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」
と
い
う
『
論
語
』
為
政

篇
の
孔
子
の
言
葉
を
、
「
明
王
作
ら
」
ざ
る
こ
と
を
孔
子
が
悟
っ
た
こ
と
と
解
し
た

上
で
、
こ
の
夢
は
孔
子
の
意
志
に
よ
っ
て
発
現
し
、
そ
の
消
滅
は
孔
子
の
衰
え
の
自

覚
を
表
す
と
言
う
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
衰
え
と
は
、
精
神
や
肉
体
の
衰
退
で
は

な
く
、
孔
子
が
「
益
々
天
命
の
復
た
至
ら
ざ
る
こ
と
を
知
」
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ

と
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
但
株
の
解
釈
は
、
前
稿
に
於
て
も
指
摘
し
た
通
り
、

夢
の
有
無
そ
の
も
の
は
孔
子
の
意
志
と
の
関
係
に
依
る
と
し
な
が
ら
も
、
夢
の
消
減

に
よ
っ
て
孔
子
が
悟
っ
た
の
は
「
天
命
の
至
ら
ざ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
す
る
点
に
、

そ
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
、
宋
儒
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
膳
廉
常
に
周
公
の
道
を
存
し
行
う
」
と

い
う
程
子
の
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
は
、
覚
め
て
は
思
い
寝
て
は
夢
見
る
と
い
う
意

味
で
、
決
し
て
「
夢
無
し
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
程
子
の
説
を
弁
護
し
、

程
子
批
判
を
展
開
し
た
仁
斎
を
逆
に
名
指
し
で
非
難
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
夢
の
生
成
に
つ
い
て
も
、
仁
斎
が
思
慕
に
拠
る
と
し
た
の
に
対
し
て
、
但

株
は
、
昼
の
思
い
が
夜
の
夢
と
な
る
と
い
う
の
は
世
人
の
単
純
な
夢
観
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
以
外
に
も
、
夜
の
思
い
が
夢
と
な
る
場
合
、
昼
の
思
い
の
滞
る
も
の
が
夢
と
な

る
場
合
も
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
に
明
確
な
規
則
性
が
あ
る
訳
で
は
な
い
と
、
多
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
夢
の
姿
を
多
角
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
か
く
の
如
く
、
但
株
の
立
場
は
仁
斎
の
そ
れ
と
厳
し
い
対
立
関
係
に
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
内
、
多
角
的
な
夢
分
析
は
と
も
か
く
と
し
て
、
程
子
説
の
弁
護
に
つ
い
て

は
、
仁
斎
を
意
識
し
過
ぎ
た
苦
し
い
見
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
議

論
を
夢
一
般
に
拡
大
す
れ
ば
、
程
子
も
睡
眠
中
に
見
る
実
夢
を
完
全
に
否
定
し
て
い
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る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
高
宗
が
夢
に
榑
説
を
得
た
故
事
に
対
し
て
、
「
蓋
し
高

宗
至
誠
に
し
て
、
賢
相
を
得
ん
こ
と
を
思
い
、
磨
廉
忘
れ
ず
、
故
に
朕
兆
先
ず
夢
に

見
わ
る
」
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
十
八
）
と
、
「
至
誠
」
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

予
兆
と
し
て
の
実
夢
の
存
在
と
そ
の
先
見
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
孔
子
の
夢
に
関
す
る
限
り
、
程
子
の
姿
勢
は
明
瞭
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先

述
の
如
く
、
宋
儒
の
間
に
あ
っ
て
も
、
朱
子
と
程
子
の
解
釈
は
異
な
る
と
い
う
の
が

一
般
的
な
見
方
で
あ
り
、
ま
た
、
朱
子
自
身
も
、
孔
子
が
全
く
夢
を
見
な
か
っ
た
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
と
の
理
由
で
、
程
子
の
説
に
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
た

一
『
朱
子
語
類
』
⑥
、
『
論
語
或
問
』
①
）
。
即
ち
、
程
子
の
解
釈
は
、
少
な
く
と
も

宋
儒
の
間
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
夢
を
実
の
夢
と
認
め
な
か
っ
た
点
に
、
そ
の
最
大
の

特
色
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
清
の
陸
薩
其
『
四
書
講
義
困
勉
録
』
も
、
「
程
・
朱
の
夢

字
を
解
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
朱
註
は
程
註
の
意
を
兼
ね
得
る
に
似
た
り
」
と
説

く
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
、
夢
字
に
対
す
る
程
子
と
朱
子
の
解
釈
の
相
違
を
指
摘
し
た

上
で
、
朱
子
の
解
釈
は
程
子
の
説
を
も
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
後

の
清
代
に
於
て
も
、
程
子
と
朱
子
の
見
解
に
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
程
子
の
解
釈
は
、
孔
子
の
実
夢
を
認
め
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

点
に
そ
の
核
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
程
子
の
解
釈
を
や
や
強
引
と
も
言
え
る
程
に
弁
護
す
る
狙
稼
の

解
釈
は
、
そ
の
後
、
如
何
な
る
評
価
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
論
語
徴
』
全

体
に
対
し
て
、
そ
の
後
、
大
坂
の
懐
徳
堂
学
派
か
ら
厳
し
い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た

こ
と
は
、
五
井
蘭
洲
『
非
物
篇
』
、
中
井
竹
山
『
非
徴
』
の
存
在
に
よ
っ
て
も
容
易

　
　
　
　
（
1
4
）

に
知
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
問
題
の
『
論
語
』
述
而
篇
・
甚
実
吾
衰
章
に
対
す
る
詳
細
な
注
釈
が

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
（
湯
浅
）

見
え
る
中
井
履
軒
『
論
語
逢
原
』
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
『
逢
原
』
は
、
前
記
の
『
古
義
』
や
『
徴
』
に
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
文
献
と
は
言
い
難
い
の
で
、
以
下
、
便
宜
上
、
そ
の
注
釈
に
番
号
を
付
し

て
区
分
し
つ
つ
、
そ
の
原
文
と
書
き
下
し
文
と
を
併
せ
て
掲
げ
る
。

　
　
（
1
5
）

　
　
①
嘆
衰
而
目
不
復
夢
見
、
可
知
未
衰
之
前
、
実
屡
夢
見
也
、
註
如
或
見
之
、
似

　
　
　
言
非
夢
非
費
、
悦
分
惚
号
、
循
佛
見
之
、
未
穏
、
夫
夢
非
實
際
也
、
然
就
夢

　
　
　
由
言
之
、
見
者
實
見
之
也
、
焉
得
如
或
之
解

　
　
　
衰
う
る
を
嘆
き
て
、
復
た
夢
に
見
ず
と
日
え
ば
、
未
だ
衰
う
る
の
前
、
実
に

　
　
　
慶
々
夢
に
見
る
を
知
る
可
き
な
り
。
註
の
「
或
い
は
之
を
見
る
が
如
し
」
は
、

　
　
　
夢
に
非
ず
覚
に
非
ず
、
悦
た
り
惚
た
り
、
紡
佛
と
し
て
之
を
見
る
と
言
う
に

　
　
　
似
た
り
。
未
だ
穏
な
ら
ず
。
夫
の
夢
、
実
際
に
非
ざ
る
や
。
然
れ
ど
も
夢
中

　
　
　
に
就
き
て
之
を
言
え
ば
、
見
る
と
は
実
に
之
を
見
る
な
り
。
焉
ん
ぞ
「
如
或
」

　
　
　
の
解
を
得
ん
や
。

　
　
②
至
人
無
夢
、
元
是
老
荘
家
之
言
、
無
足
取
者
、
何
必
回
護
於
思
夢
、
程
注
尤

　
　
　
不
貼
干
本
文

　
　
　
至
人
に
夢
無
し
と
は
、
元
是
れ
老
荘
家
の
言
、
取
る
に
足
る
無
き
者
な
り
。

　
　
　
何
ぞ
必
ず
し
も
思
夢
に
回
護
せ
ん
。
程
注
尤
も
本
文
に
貼
せ
ず
。
（
同
）

　
　
③
存
道
者
心
無
老
少
之
異
、
此
失
於
鮮
、
老
少
豊
無
異
乎
哉
、
看
言
無
盛
衰
之

　
　
　
異
、
則
可

　
　
　
「
道
を
存
す
る
老
の
心
に
老
少
の
異
な
り
無
し
」
。
此
れ
辞
を
失
す
。
老
少

　
　
　
豊
に
異
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
若
し
盛
衰
の
異
な
る
こ
と
無
き
を
言
え
ば
、

　
　
　
則
ち
可
。

履
軒
は
先
ず
①
に
於
て
、
孔
子
の
「
復
た
夢
に
見
ず
」
と
い
う
言
葉
か
ら
推
せ
ば
、

「
未
だ
衰
う
る
の
前
」
は
「
実
に
屡
々
夢
に
見
」
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
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孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
一
湯
浅
一

言
う
。
そ
し
て
、
朱
子
の
「
如
或
見
之
」
と
い
う
注
解
は
、
「
夢
に
非
ず
覚
に
非
ず
、

悦
た
り
惚
た
り
、
妨
佛
と
し
て
之
を
見
る
と
言
う
」
が
如
き
で
、
不
適
当
で
あ
る
と

批
判
す
る
。
即
ち
、
朱
子
の
解
釈
は
「
如
或
」
と
い
う
暖
昧
な
表
現
で
、
こ
の
夢
を

実
の
夢
と
明
言
し
な
い
点
に
於
て
評
価
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
②
で
は
、
「
至
人
無
夢
」
の
説
は
、
元
来
「
老
荘
家
の
言
」
で
あ
り
、
取

る
に
足
ら
な
い
と
述
べ
、
孔
子
と
夢
の
関
係
を
明
確
に
否
定
し
た
程
子
の
説
を
、
「
程

注
尤
も
本
文
に
貼
せ
ず
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
更
に
③
に
於
て
も
、
聖
人
の

心
に
老
少
の
別
は
な
い
と
し
た
程
子
の
説
を
取
り
上
げ
、
「
盛
衰
の
異
」
な
ら
と
も

か
く
、
「
老
少
の
別
」
を
認
め
な
い
の
は
誤
解
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
、
但
株
の
見
解
に
対
す
る
直
接
的
な
批
評
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

右
の
履
軒
の
注
釈
は
、
意
識
的
に
し
ろ
結
果
的
に
し
ろ
、
仁
斎
を
批
判
し
程
子
を
擁

護
し
た
但
稼
へ
の
、
厳
し
い
再
反
論
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

履
軒
の
注
釈
は
、
程
子
の
解
釈
を
厳
し
く
批
判
す
る
と
同
時
に
、
朱
子
の
解
釈
を
も

批
判
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
仁
斎
の
『
古
義
』
で
は
な
お
判
然
と
し
な
か
っ
た
朱

子
説
へ
の
評
価
が
、
こ
の
『
逢
原
』
で
は
明
確
に
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
宋
儒
の
見
解
に
つ
い
て
、
仁
斎
・
但
稼
・
履
軒
の
三
者
で
は
、
各

々
そ
の
捉
え
方
に
差
異
が
あ
り
、
特
に
仁
斎
・
履
軒
と
但
稼
と
で
は
、
程
子
の
解
釈

に
対
す
る
評
価
が
全
く
逆
転
し
て
い
た
。
ま
た
仁
斎
と
履
軒
に
も
、
朱
子
説
の
評
価

に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
差
異
は
、
も
ち
ろ
ん
仁
斎
・
但
株
・
履
軒

三
者
の
基
本
的
な
宋
学
観
の
相
違
や
各
々
の
学
問
に
対
す
る
対
抗
意
識
・
個
人
的
感

情
等
に
も
起
因
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
そ
も
そ
も

朱
子
を
初
め
と
す
る
宋
儒
の
夢
観
が
決
し
て
一
様
で
は
な
く
、
こ
の
孔
子
の
夢
に
対

す
る
解
釈
も
や
や
暖
昧
で
あ
っ
た
点
が
、
こ
う
し
た
後
人
の
解
釈
や
評
価
に
一
定
の

幅
を
齋
す
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
　
　
　
語

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
『
論
語
』
述
而
篇
・
甚
実
吾
衰
章
の
解
釈
を
手
掛
か
り
と
し

て
、
朱
子
を
中
心
と
す
る
宋
儒
の
夢
観
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
宋
儒
の
間

に
は
、
孔
子
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
疑
問
・
異
説
が
存
在
し
、
ま
た
、
朱
子
自
身

の
解
釈
も
や
や
揺
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
た
だ
、
敢
て
概
括
的
に
捉
え
れ
ば
、
宋
儒
は
基
本
的
に
、
夢
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど

高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
夢
は
、
動
揺
・
雑
念
と
い
う
精
神
的
弱

さ
の
反
映
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
程
子
の
如
く
、
孔

子
と
実
夢
と
の
関
係
を
明
確
に
分
離
せ
ん
と
す
る
解
釈
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
朱
子

の
如
く
、
基
本
的
に
は
孔
子
と
実
夢
と
の
関
係
を
認
め
る
場
合
に
於
て
さ
え
も
、
聖

人
孔
子
の
夢
は
俗
人
の
雑
夢
と
全
く
異
質
で
あ
る
と
い
う
補
説
が
繰
り
返
し
唱
え
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
宋
儒
の
夢
観
の
背
景
と
し
て
、
最
後
に
、
以
下
、
三
つ
の
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　
第
一
は
、
夢
と
人
間
精
神
と
の
密
接
に
し
て
不
可
解
な
関
わ
り
で
あ
る
。
夢
は
、

天
の
声
と
し
て
未
来
の
吉
凶
を
告
げ
、
人
間
の
意
識
二
一
一
冒
動
に
深
く
関
与
し
て
行
く
。

古
代
に
於
け
る
占
夢
の
術
の
盛
行
は
、
こ
う
し
た
夢
観
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
一
方
、
そ
う
し
た
夢
観
を
、
古
代
人
の
欺
購
・
迷
信
で
あ
る
と
批
判
し
て
も
、

夢
は
常
に
大
い
な
る
神
秘
性
を
ま
と
っ
て
、
理
想
・
希
望
・
甘
美
・
空
虚
・
不
安
・

恐
怖
な
ど
多
様
な
姿
を
取
り
つ
つ
人
間
の
精
神
と
肉
体
か
ら
決
し
て
離
れ
去
ろ
う
と

　
　
　
（
1
6
）

は
し
な
い
。
宋
儒
が
孔
子
と
夢
と
の
関
係
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
先
ず
こ

う
し
た
夢
自
体
の
特
質
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
は
、
漢
魏
以
降
の
夢
観
の
展
開
で
あ
る
。
南
宋
の
洪
蓬
が
指
摘
す
る
通
り
、

sokyu
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夢
は
、
そ
の
神
秘
性
・
予
兆
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
公
的
な
占
夢
自
体
は
衰
退
の

一
途
を
辿
り
、
古
来
の
占
夢
の
術
の
具
体
的
内
容
は
、
宋
代
に
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
る
に

至
っ
た
。
『
書
経
』
『
詩
経
』
『
左
伝
』
等
に
於
て
は
、
夢
は
王
者
や
国
家
の
命
運
に

深
く
関
わ
る
予
兆
と
し
て
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
言
わ
ば
公
的
な
性
格
を
強

く
帯
び
て
い
た
。
し
か
し
、
占
夢
の
術
の
衰
退
と
も
相
倹
っ
て
、
夢
や
占
夢
は
、
そ

の
活
路
を
、
次
第
に
大
衆
の
側
に
も
見
出
だ
し
、
私
的
な
性
格
を
も
強
め
て
行
く
。

宋
儒
が
、
聖
王
孔
子
の
夢
と
俗
人
の
夢
と
の
質
的
差
異
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

こ
う
し
た
夢
観
の
展
開
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
三
に
、
前
稿
に
於
て
も
論
述
し
た
如
く
、
聖
王
孔
子
像
の
維
持
・
発

展
と
い
う
儒
家
の
背
負
っ
た
思
想
的
課
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
詩
経
』
『
書

経
』
等
の
古
代
経
典
に
於
て
は
、
確
か
に
王
者
も
夢
を
見
る
。
『
周
礼
』
に
は
「
占

夢
の
官
」
の
存
在
が
記
さ
れ
、
『
左
伝
』
に
も
予
兆
と
し
て
の
夢
が
頻
出
す
る
。
こ

う
し
た
伝
統
的
な
夢
観
に
対
し
て
、
精
神
の
純
粋
な
聖
人
は
覚
醒
時
に
も
憂
い
は
な

く
、
睡
眠
中
に
も
夢
を
見
な
い
と
い
う
道
家
の
夢
観
は
、
仁
斎
や
履
軒
も
指
摘
す
る

通
り
、
宋
儒
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
行
く
。
学
ん
で
聖
人
に
至
ら
ん
と
し
た
宋
代

儒
教
の
展
開
に
伴
い
、
夢
は
聖
人
論
・
精
神
論
と
い
う
新
た
な
思
想
的
意
味
を
帯
び

て
、
再
び
議
論
の
姐
上
に
登
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、
何
曇
や
鄭
玄
は
、
孔
子
の
夢
を
意
志
の
発
露
で
あ
る
と
明
快
に
論
断
し

て
い
た
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
思
想
史
的
状
況
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
た
朱
子
の

夢
解
釈
は
、
決
し
て
単
純
明
快
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
夢
と
天
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
、
夢
の
生
成
さ
れ
る
要
因
に
つ
い
て
も
、
そ
し
て
程
子
の
解
釈
に
対
す
る
評
価

に
つ
い
て
も
、
朱
子
の
見
解
に
は
一
定
の
幅
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
朱
子

は
、
古
代
経
典
に
於
け
る
天
意
の
媒
介
と
し
て
の
夢
観
と
聖
人
無
夢
と
い
う
夢
観
と

の
間
を
揺
れ
、
ま
た
、
天
の
声
と
し
て
の
夢
と
心
の
声
と
し
て
の
夢
の
、
二
つ
の
夢

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
一
湯
浅
）

を
同
時
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
『
集
注
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
宋
儒

は
種
々
の
疑
念
を
抱
き
、
ま
た
、
朱
子
・
程
子
の
夢
観
を
め
ぐ
り
、
仁
斎
・
履
軒
と

但
株
と
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
朱
子
の
立
場
が
こ
の
よ
う
に
揺
れ
、
ま
た
、
宋
儒
が
様
々
に
苦
悩
す
る
の
も
、
元

は
と
言
え
ば
、
聖
人
と
し
て
の
孔
子
像
と
「
吾
れ
復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
」
と
嘆
く

孔
子
像
と
の
間
に
、
余
り
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。　

宋
の
大
中
祥
符
元
年
、
孔
子
は
、
至
聖
文
宣
王
の
称
号
を
追
贈
さ
れ
、
更
に
、
元

の
大
徳
十
年
に
は
大
成
至
聖
文
宣
王
、
明
の
嘉
靖
九
年
に
は
至
聖
先
師
、
清
の
順
治

二
年
に
は
大
成
至
聖
文
宣
先
師
と
追
改
称
さ
れ
た
。
歴
代
皇
帝
か
ら
聖
王
と
し
て
崇

拝
さ
れ
る
孔
子
が
、
「
甚
だ
し
き
か
な
吾
が
衰
え
た
る
や
」
な
ど
と
嘆
息
を
漏
ら
す

筈
は
な
い
。
ま
た
、
孔
子
は
遂
に
夢
を
見
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
夢
は
天

命
・
天
意
の
予
兆
と
し
て
の
夢
で
あ
る
筈
も
な
い
。
ま
た
、
精
神
純
一
で
不
動
の
誠

心
を
抱
く
孔
子
が
、
そ
も
そ
も
心
の
執
着
・
動
揺
の
証
し
と
さ
れ
る
夢
な
ど
を
見
る

筈
も
な
い
。
か
か
る
意
識
が
聖
人
と
夢
、
孔
子
と
夢
と
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
を
提

出
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
嘆
く
孔
子
と
聖
王
孔
子
と
の
差
異
に
苦
悩
し
た
宋
儒
の
見
解
は
、
こ
う

し
た
多
く
の
疑
問
・
異
説
を
引
き
摺
り
な
が
ら
『
論
語
集
注
』
へ
と
収
敏
さ
れ
、
『
集

解
』
『
正
義
』
『
古
義
』
等
と
も
ま
た
異
な
る
新
た
な
夢
解
釈
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ

た
。

注（
1
）
　
仁
斎
は
、

『
童
子
問
』
に
於
て
次
の
よ
う
に
説
く

「
蓋
し
道
や
、
性
や
、

心
や
、
皆
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生
物
に
し
て
死
物
に
非
ず
」
（
巻
の
下
・
第
四
十
七
章
一
「
流
水
は
源
有
っ
て
流
行
す
。

活
物
な
り
。
止
水
は
源
無
く
し
て
停
蓄
す
。
死
物
な
り
」
（
同
）
「
鑑
の
物
為
る
も
亦
た

然
り
。
－
－
－
能
く
影
を
写
す
と
難
も
、
物
を
照
ら
す
能
わ
ず
。
徒
ら
に
其
の
虚
な
る
を

以
て
、
故
に
能
く
物
の
影
を
受
く
る
の
み
。
目
月
の
光
を
放
ち
、
燈
燭
の
遠
く
照
ら
す

が
如
く
な
る
こ
と
能
わ
ず
。
其
の
生
物
に
非
ざ
る
が
故
な
り
」
一
同
）
。
仁
斎
の
「
明
鏡

止
水
」
批
判
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
童
子
間
』
巻
の
上
・
第
五
十
六
章
、
巻
の
下
・

第
四
十
七
章
等
を
参
照
。

　
拙
稿
「
孔
子
と
夢
と
天
命
と
1
『
論
語
』
甚
実
吾
衰
章
解
釈
と
儒
家
の
夢
観
1
」
『
目

本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
二
集
（
一
九
九
〇
年
一
所
収
。
以
下
、
前
稿
と
略
称
す
る
。

　
『
朱
子
語
類
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
版
『
朱
子
語
類
』
（
理
学
叢
書
）
に
依
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
予
兆
と
し
て
の
夢
は
、
『
朱
子
語
類
』
の
他
の
箇
所
に
於
て
も
次

の
よ
う
に
見
え
る
。
「
日
、
聖
人
却
此
心
、
豊
有
逆
料
人
君
用
我
與
否
、
到
得
後
來
説

吾
不
復
夢
見
周
公
、
與
鳳
鳥
不
至
河
不
出
圖
吾
已
奏
夫
時
、
聖
人
亦
自
知
其
不
可
爲

実
」
（
巻
九
十
三
・
孔
孟
周
程
張
子
）
。
こ
こ
で
朱
子
は
、
周
道
の
再
興
が
不
可
能
で

あ
る
こ
と
を
最
晩
年
の
孔
子
自
身
知
っ
て
い
た
と
い
う
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
こ
の

孔
子
の
夢
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
、
夢
は
鳳
鳥
・
河
図
と
と
も
に
、

未
来
の
予
兆
を
示
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
は
前
稿
に
於
て
取
り
上
げ
た
『
目
講
論
語
解
義
』
の
見
解
に
類
似
す
る
と
言
え

る
。　

か
く
の
如
く
、
孔
子
の
夢
に
対
す
る
程
子
の
立
場
は
明
快
で
あ
る
が
、
夢
一
般
に
つ

い
て
の
程
子
の
立
場
は
必
ず
し
も
こ
こ
と
同
様
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第

四
章
に
於
て
後
述
す
る
。

以
下
、
『
論
語
精
義
』
の
引
用
は
、
四
庫
全
書
本
に
依
る
。

　
以
下
、
『
論
語
或
間
』
の
引
用
は
、
四
庫
全
書
本
に
依
る
。
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『
論
語
古
義
』
の
引
用
は
、
四
書
注
釈
全
書
本
に
よ
る
。

　
資
料
の
引
用
は
、
『
荻
生
但
傑
全
集
』
（
み
す
ず
書
房
）
所
収
『
論
語
徴
』
に
依
る
。

　
夢
と
精
神
と
の
関
係
を
認
め
る
場
合
に
於
て
も
、
従
来
は
、
仁
斎
の
如
く
、
昼
の
思

い
が
夜
の
夢
と
な
っ
て
表
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
夢
は
（
表
層
）
意
識
の

反
映
で
あ
る
と
単
純
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
但
稼
は
、
か
く
の

如
く
三
種
の
夢
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
内
、
昼
の
思
い
の
滞
る
も
の

が
夢
に
表
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
抑
圧
さ
れ
た
潜
在
意
識
の
存
在
、
ま
た
、
そ
の
発
露

と
し
て
の
夢
の
存
在
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
明
道
・
伊
川
い
ず
れ
の
菱
言
か
未
詳
で
は
あ
る
が
、
「
人
の
夢
惟
だ
見
聞
思

想
の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
た
五
藏
の
感
ず
る
所
の
者
有
り
」
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二

下
一
と
、
「
五
藏
」
と
の
関
係
か
ら
も
夢
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
内
臓
と
夢
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
2
及
び
注
1
6
の
拙
稿
参
照
。

　
但
し
、
こ
こ
で
、
朱
註
が
程
註
の
意
を
兼
ね
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
夢
に
対

す
る
朱
子
の
立
場
は
、
程
子
と
全
く
同
一
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
程
註
の
意
を
兼
ね

る
部
分
が
あ
る
徴
妙
な
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
仁
斎
に
対
す
る
但
挾
の
強
烈
な
対
抗
意
識
に
つ
い
て
は
、
中
井
竹
山
『
非
徴
』
が
、

「
肝
嵯
、
但
株
物
氏
学
術
の
病
、
其
の
症
、
自
ら
大
に
し
名
を
好
す
る
に
在
り
。
其
の

因
、
仁
斎
伊
藤
氏
を
圧
倒
せ
ん
と
欲
す
る
に
在
り
」
（
総
非
一
と
指
摘
す
る
如
く
で
あ

る
。
ま
た
、
五
井
蘭
洲
『
非
物
篇
』
も
、
「
鳴
呼
、
但
傑
、
門
を
杜
ざ
し
て
書
を
読
み
、

世
と
相
渉
ら
ず
。
時
に
詰
問
す
る
者
有
る
や
、
鞭
ち
目
く
、
習
い
異
に
し
対
を
置
か
ず
、

是
れ
我
が
家
法
な
り
と
。
栄
蓬
余
り
有
り
と
錐
も
、
亦
た
終
に
独
学
固
魎
を
免
か
れ
ず
」

と
、
但
株
の
異
説
は
、
そ
の
学
間
の
特
殊
な
体
質
に
根
差
し
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
以
下
、
『
論
語
逢
原
』
の
引
用
は
、
懐
徳
堂
文
庫
本
に
依
る
。



（
1
6
）

（
1
7
）

　
占
夢
の
欺
臓
性
が
暴
露
さ
れ
た
後
も
、
夢
が
様
々
な
姿
を
と
り
つ
つ
人
間
精
神
に
深

く
関
与
し
て
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」
一
『
島
根
大
学

教
育
学
都
紀
要
』
第
二
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

　
洪
蓬
の
見
解
、
及
び
中
国
古
代
に
於
け
る
夢
観
の
展
開
、
占
夢
の
盛
衰
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
注
1
6
の
拙
稿
参
照
。
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